
犬
正
国
包
帯
六
月
=
占
1
-

句
第
三
湖
町
便
物
翼
可
『
毎
月
-
画
一
且
'
E
H
Hヨ

辛子喧聾臼 ~J司>，'、主fõ.'.~. 'f1日際司

(議

輔

載

捨
醐

生

産

の

構

造

-
j
i
-
-
-
:
:
:

・
丈
島
平
博
士
高
同
保
鳥

寺

院

と

課

税

j
i
-
-
:

・i
j
i
-
-
法
事
博
士
神
戸
正
雄

第
三
世
界
親
的
人
格
央
型
・
:
・
文
事
博
士
米
田
庄
太
郎

+
理
岨

A
m
m

最
迂
に
於
け
る
産
業
組
合
金
融
の
動
向
根
市
道
官
博
士
八
木
芳
之
助

研

究

フ
ラ
ン
ス
一
帝
園
経
済
曾
議

-
-
-
j
i
-
-
-

経

主

主

松

岡

孝

児

産
業
的
師
免
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
:
:
空
主
主
中
谷
賓

r
c時
代
の
海
運
政
策
の
典
型
:
:
:
経
潜
皐
士
明
石
最
三

商
業
生
産
設
の
諸
性
格

:
:
J
i
-
-
:
経

済

宰

士

松

井

清

担

司

副

骨

相

ι 叢

希

臓

人

の

「

植

民

」

観

・

・

・

農

事

士

若

木

躍

中
小
経
営
の
弾
力
性
に
就
い
て
・
・
経
済
間
半
士
岡
倉
伯
士

首
M

e

-

-

ゅ

f

働
問
円

U

A

謡
曲
砂

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
川
十
一
巻

二
五
川

第
二
就

O 

守'

ン
チ
リ
ズ

ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

カ

1
l
(リ
B
E
E
-
航
海
保
例
と

(
リ
宮
『
片
山
口
航
海
僚
例
|
|

F
Yム
r
I
 

石

巌

脚町市.

(
V
C
E
z
-
-

航
海
保
例
只
自
一
向
山
Z
C
ロ
〉
口
門

並ドド

何一宮『

-z
ロ
航
海
保
例
は
、
周
知
の
如
〈
、
近
世
の
株
力
闘

家
の
創
造
期
に
於
て
英
士
口
利
に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
た
る
海
運
政
策
、

卸
ち
マ

1
カ
ン
チ
叫
ノ
ズ
ム

云ロ「

EDE--抗告

宮内ユ内白三一一-印
B
Z♂
宮
町
『
円
山
口
同
一
一
目
∞
官
庁
内
ヨ

一
般
的
に
い
っ
て
、
マ

1
カ
ン
チ
リ
ノ
ズ
ム
の
殺
群
地

海
運
政
策
で
あ
る
。

ては
見英
ら育
れl)利
、で

め
る

7
1
カ
ン
チ
叫
ノ
ズ
ム
政
策
が
宜
行
さ
れ
た
最
初
は

同一円
FEi
ユ
ロ
(
一
三
七
七
一
二
-
九
九
)

五守

何一
-
N

与
え
}
】
王
朝
の
時
で
あ
り
、

に
亙
る
ま
で
に
慨
に
政
策
は
そ
れ
が
有
す
る
特
徴
の
悉
〈
伝
露
主
し
た
。

つ
で
あ
る
ν

本
論
文
に
於
て
は
、

そ
れ
が
高
潮
勤
に
達
し
た
の
は

耐
し
て
王
政
復
古

]山内山門
Q
h
F
Z
C

リ
プ
ソ
ン
に
従
へ
ば
、
航
海
保
例
は
マ

ー
カ
ン
チ

9
ズ
ム
の
三
枝
石
の
一

マ
ー
カ
ン
チ
η
ノ
ズ
ム
政
策
の
具
有
す
る
謄
史

的
性
格
た
る
端
的
な
る
保
護
・
干
捗
の
二
面
性
を
、

こ
の
三
柱
石
の
一

っ
と
栴
さ
れ
る
所
の
航
海
保
例
、
而
も
そ

の
中
核
的
位
置
に
座
す
る
上
記
二
航
海
焼
例
を
通
じ
て
問
解
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
刑
死
に
よ
っ
て
王
黛
掛
議
合
探
の
長
期
に
亘
る
抗
争
は
後
者
の
大
勝
に
終

一
六
四
九
年
一
月
末
の

E
ユ
g
-

Tlle ~.\ge of MeTcantilism， 

Max W~ber， 'Virtschaft略目chichte，黒正巌淳、通t憎犯罪耳J曳Jjjl(論、 578-579頁。
J. W. Harrocks， A ShOTt I-listory of Mercantilism， 1925. P・30-43.
J. Vl. Harrocks， ibid.. p. 58 
E. Lip!':ion， The Economic I-Ju:ttory of England， 1I] 
1931， p. 1-2. 
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っ
て
、
王
政
に
代
る
に
共
和
制
と
な
り
、
英
士
日
利
は
同
年
五
月
中
外
に
自
由
共
和
問
司
巾
巾
円
。
ョ
ョ
。
一
三
町
田
-
H
E

た

る
こ
と
を
宣
布
し
た
。
『
文
言
の
限
り
に
於
て
は
、
航
海
保
例
は
各
岡
山
梨
聞
に
差
別
'
伊
斗
は
け
な
か
っ
h
1
-

け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
和
蘭
人
の
み
を
針
象
と
し
た
こ
と
は
察
易
に
了
解
さ
れ
九
。
』
一
六
五
一
年
の
所
謂

C
c
S
5
E
保
例
は
航

海
保
例
と
し
て
制
定
さ
れ
た
姑
に
於
て
は
成
程
共
和
政
府
唯
一
の

6
の
に
相
這
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
炉
有

す
る
一
闘
の
卦
内
・
卦
外
的
措
力
の
確
立
殺
展
を
期
す
る
い
か
た
め
の
海
軍
力
と
通
商
力
と
の
懐
充
、
従
っ
て
営
面

の
一
大
障
問
た
る
和
蘭
の
商
業
棋
を
抑
へ
ん
と
せ
る
そ
の
目
的
に
郎
し
て
観
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
以
て
唯
一
の
も

の
な
り
と
は
断
ヨ
一
目
さ
れ
な
い
ο

却
ち
、
そ
の
前
年
だ
ろ
一
六
五

O
年
に
同
様
の
目
的
を
有
す
る
、

い
は
ぱ
一
の
航

山
内
保
例
が
殺
布
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
c

弘
、
一
式
こ
れ
JT
以
て
共
和
政
府
最
初
の
航
海
保
例
ー
と
桝
し
て
ち
主
文
ヘ

な
い
か
ド
考
へ
る
η

一
六
五

C
年
必
僻
例
は
も
五
一
年
の
そ
れ
に
劃
し
て
補
完
的
作
用
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故

に
、
閑
却
し
能
は
玄
る
重
要
性
を
も
っ
。
だ
か
ら
、

五
O
年
の

(
け

3
2
=
乙
一
候
例
の
考
・
禁
に
常
つ
て
は
、
先
づ
、

僚
例
を
顧
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ

英
士
口
利
の
和
蘭
に
卦
す
る
抗
争
意
識
を
極
度
に
尖
鋭
化
せ
し
め
た
模
機
は
、

一
六
四
二
年
か
ら
四
八
年
に
か
け

て
の
、
か
の
英
吉
利
の
草
命
戦
争
に
存
す
る
。
そ
の
乱
摘
は
直
ち
に
英
古
利
の
艦
砕
機
構
の
上
に
及
ぽ
さ
れ
た
。

英
本
聞
に
於
け
る
職
摘
は
先
づ
資
本
の
引
揚
げ
、
産
業
の
不
振
'
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。
戦
乱
中
租
税
の
増
徴
、
賃

銀
の
騰
貴
、
従
っ
て
一
般
生
産
費
の
品
騰
を
招
い
た
。

の
み
な
ら
子
、
敵
舶
相
互
空
捕
の
危
険
は
、
時
間
貿
易
業

者
の
植
民
地
来
航
を
妨
害
し
、
植
民
地
の
輸
出
貿
易
の
進
路
を
英
古
利
よ
り
陥
羅
巳
大
陸
へ
轄
換
す
る
の
傾
向
を

7
1
カ
ン
チ
ロ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第

波

O 
f二

第
四
十
一
巻

示二

五

S. R. Gardiner. II凶toryof The Coml1lonwealth and Protestomte (1649-1660). 
1897， vol. II， p. 82 

5) 



マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
筑
の
典
型

第
四
十
一
巻

第

f広

一O
八

二
五
六

と
ら
し
め
た
。

か
〈
の
如
、
吾
、
事
態

ω
結
果
は
、
外
貨
、
外
向
殊
に
和
蘭
耐
の
植
民
地
に
於
け
る
恋
な
る
跳
梁
以
外

で
は
な
か
っ
た
。

英
吉
利
船
三
十
に
劃
し
て
和
的
舶
の
来
る
も
の
僅
か
に
四
般
に
過
ぎ
な
か
っ
た
一
六
四
三
年
の

百円
mhzu
炉
、
同
年
和
蘭
山
に
封
し
て
和
蘭
舶
を
以
て
す
る
轍
入
並
に
同
植
民
地
貨
物
の
轍
註
を
認
許
し
て
以
来
、

和
蘭
舶
の
来
柱
は
頻
繁
と
な
れ
ノ
、
例
へ
ば
、

一
六
四
八
年
末
に
は
同
地
砿
泊
の
商
船
三
十
一
般
の
う
尤
、
英
本
闘

晃
一
見
町
.7M引

J
J
f
i
I
 

加

開
口
問

F
E
舶
七
に
針
し
て
和
的
加
は
貨
に
十
二
の
多
き
を
一
不
す
に
一
だ
っ
た
。

。

引
い
守
組
出
向
日
一
日
針
も
払
川
左
八
川
一
(
、
和
商
人
一
一
川
制
御
す
る
所
と
む
勺

f
c
ヰ
フ
イ
片

V

U
記
叫
に
よ
れ
ば
、

zn当

ュニ~、

'" }:3!... 
吃'

ぞさ
「、

"' F守
肘-

r: 
U 

一
六
五
一
年
以
前
の

R
h凡
主
ま
い
と
」
I
，

U

，
薄
荷
車
川

l
み
ゴ
仁
平

に
劃
し
て
和
蘭
十
の
割
八
日
で
あ
っ
た
。

情
勢
は
そ
の
他
の

出
回
同

σhwι
む
印

植
民
地
に
於
て
も
同
一
で
あ
っ
た
。

の
外
岡
人
と
通
商
せ
る
こ
と

一
六
四
四
年
口
氏
E
Z
E
命
日
枇
は

]
w
n
コロ=与戸

を
想
へ
七
が
、
そ
れ
よ
り
数
年
後
命
日
祉
の
勢
力
の
凋
落
し
た
頃
に
は
、
和
蘭
人
と
の
取
引
は
会
〈
白
出
に
行
は
れ

て
ゐ
に
。

一
六
四
九
年
呂
町
三

E
L
に
於
て
、
和
蘭
舶
に
よ
っ
て
英
吉
利
以
外
の
地
に
轍
註
さ
れ
る
煙
草
に
輪
出

耽
を
賦
課
す
る
権
限
を
植
民
地
私
間
者
に
附
奥
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
も
、
常
植
民
地
が
外
岡
市
人
と
の
交

捗
の
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
の
謹
明
で
あ
る
。

H
A門
戸

そ

ロ

=
m
F
E
に
於
て
色
、

と
と
も
に
、
バ
イ
プ
用
中
胸
板
そ
の
他
の
産
物
を
持
も
蹄
へ
勺
た
c

和
蘭
人
は
諸
種
の
貨
物
密
輸
入
す
る

以
上
の
如
〈
革
命
戦
守
は
吋
困
封
植
民
地
の
極
構
的
闘
係
を
殆
ど
全
〈
中
断
し
た
が
、
政
治
的
闘
係
に
於
て
も

亦
そ
う
で
あ
J

っ
た
。
新
に
成
立
し
た
共
和
政
府
を
承
認
し
た
の
は
僅
か
に

Z
何
者
向
ロ

m
F
E
の
み
。
他
の
総
て
の

植
民
地
は
新
政
府
を
拒
組
し
、

2
5
ユ
g
z
へ
の
忠
誠
を
誓
っ
た
。
こ
れ
に
針
し
て
、

一
六
四
九
年
七
月
下
旬
本

1908， G. L. Beer町， The Origins Of Th】eBritish Culonial ~，:何i

p. 352-357 
]. C'hild，' t'iscourse of Trade， MDCCLI， p. 147. 
IJ. L目lJeer，ibid.， p. 357・

6) 

7) 
8) 



闘
参
議
院
は
各
植
民
地
に
公
式
に
政
瞳
維
新
や
二
適
合
す
る
所
が
め
っ
た
。

併
し
武
力
的
断
懸
を
以
て
に
非
ま
れ

ぽ
、
植
民
地
の
蹄
順
は
到
底
期
待
し
得
な
い
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
o

一
六
五

O
年
十
月
三
日
に
通
過
せ
る
注
律

は
こ
の
要
増
一
に
添
は
ん
，
か
た
め
の
ち
の
で
あ
っ
た
。

内
容
は
四
つ
に
分
れ
る
。

-
、
植
民
地
に
卦
し
て
、
本
閥
議

舎
に
よ
る
現
行
の
並
に
将
来
制
定
の
法
規
に
服
従
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、

二
、
反
抗
杭
民
地
を
平
定
す
る
た
め
の

遠
征
軍
を
探
遣
す
る
権
限
を
参
議
院
に
附
奥
し
、
一
品
、
出
向
『
宮
与
え
〉
口
広
告
μ
]山

2
5
E白
及
び
〈
一
-
-
町
田
口
宮

に
於
け

る
反
徒
を
逆
賊
と
見
倣
し
、
彼
等
に
封
し
て
闘
際
法
に
よ
っ
て
他
、
と
の
通
商
を
禁
止
し
、
回
、

一
切
の
外
岡
船
舶

に
到
し
て
、
深
め
一
兆
古
利
議
令
又
は
参
議
院
よ
り
特
許
航
守
交
附
さ
れ
る
に
非
ぎ
れ
ば
.
通
商
の
目
的
を
以
て
英

阪
州
一
米
利
川
植
民
暗
に
来
航
寸
る
を
引
判
中
と
規
定
し
た
。

目
ル
ム
に
、
川
一
一
一
明
の
沌
時
に
る
懲
河
的
診

f，A
口
内
全
内

i
i
{
i
!
 

の
規
定
な
る
に
到
し
て
、

第
四
項
は
貨
は
商
業
的
目
的
含
有
す
る
坦
定
で
あ
っ
た
。

尤
も
、

こ
の
規
定
は
、
例
へ

ぱ
、

FH寸
白
(
吉
田

に
於
て
行
は
れ
た
如
き
新
政
府
の
反
針
者
炉
植
民
地
に
轍
註
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
せ
ん
，
か
た
め

の
色
の
と
公
一
一
品
さ
れ
た
。
成
程
、
そ
の
文
言
よ
り
す
れ
ば
、

そ
れ
は
如
何
に
色
第
三
項
と
同
様
政
治
的
性
質
を
帯

ぴ
だ
禁
止
た
る
か
の
如
〈
で
あ
る
。

だ
が
事
貨
は
そ
う
で
な
く
、

そ
れ
は
い
は
ば
政
治
的
扮
壌
の
下
に
外
闘
舶
、

明
確
に
い
へ
ば
和
蘭
加
を
排
除
し
て
植
民
地
裕
一
商
業
を
自
闘
般
に
濁
占
せ
し
め
ゃ
う
と
の
商
業
的
規
定
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
o

特
許
肢
の
交
附
が
極
め
て
少
数
に
と
Y
ま
っ
た
の
も
、
蓋
し
そ
の
規
定
精
神
よ
り
何
等
怪
し
む
に
足

り
な
い
。
出
川
ほ
第
四
項
設
定
の
一
固
と
し
て
、

一
六
四
九
年
和
蘭
・
丁
抹
聞
に
締
結
さ
れ
た

F
Z
一
通
過
積
徴
収

請
負
保
約
河
内
(
}
何
百
五
o

ロョ・
2
守
に
劃
す
る
英
首
利
の
和
樹
へ
の
報
復
の
め
っ
た
こ
と
を
附
加
し
て
世
し
。
そ
の

7
1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

ヨ1.
F じ

ヨt

量E

一O
丸

第
間
十
一
巻

。L.Beer， ibid.. p. 360-362. Cromwe'jFs 'Pnlicy in its Economjc Aspects， 
II， In Political Science Quarterly， vol目 r7， p. 59..60. 
(~. L. Be-e-r， Cromwell's .Policy in its EG，~nomic A5pects~ 1， in Political S山-
ence Quarterly， vol. r6， p. 594-595・

9) 
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7

1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
出
品
政
策
の
典
型

第
凶
十
一
巻

第

就

O 

ヨ2
F、

企
凶
よ
り
推
し
て
第
四
項
を
一
の
航
海
保
例
と
見
倣
し
、

五
一
年
の
保
例
を
以
て
共
和
政
府
制
定
の
唯
一
の
航
海

保
例
に
非
や
と
な
す
所
以
で
あ
る
。

雨
者
の
闘
係
は
後
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

一一

Q) 

椛政
;壊、拾

m革
t樹立 命・

よ
っ
て
の

血
紘
姻
総
と
い
ふ
制
帯
で
結
成
さ
れ
て
ゐ
に
嘗
て
の
英
古
利
王
室
一
一
切
の
封
外
闘
係

従
っ
て
か
む
科
ら
れ
に
所

ω不
一
く
自
由
な
る
到
外
的
地
枕
が
マ
ー
カ
Y

チ

η
ノズ

ι
政
策
ど
叫
行
す

る
上
仁
如
何
仁
能
動
小
J
3
加
洲
と
な
り
え
十
い
か
は
説
明
必
要
も
な
か
ら
う
c

て
世
界
海
運
政
策
史
上
に

エ
ポ
ヅ
ク
を
劃
せ
る
所
詞

マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
海
辺
政
策
と
し

(
)
2
5
3
=
航
海
保
例
の
誕
生
し
た
の
は
一
ム
ハ
五
一
年
十

を
取
扱
へ
る
航
出
保
例
と
し
て
故
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。

保
例
は
大
伴
貿
易

2
2コ一円
門
『

E凶
凸

月
九
日
で
あ
っ
た
は

、ノ註
C
C
H
E
垣
内
=
向
身
は
果
断
の
マ
T

カ
ン
チ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
ひ
得
な
い
。
(
』
・
を
・
ロ
2
2
r
二
-
L
L
・-で
E

三
!
可
)
。
一
六
五
一
年
の
傑

r'k、例
は
普
謹
一
般
に
h
H
C
E
Z
巳
航
海
傑
例
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
故
以
、
世
人
往
々
に
し
て
、
航
海
保
例
の
生
み
の
視
を
の
さ
E
Z
=
で
あ
る
と
す

る
。
併
し
、
カ
ン
-
一
ン
ガ
ム
の
指
摘
す
る
所
に
従
へ
ば
、
彼
は
作
成
者
と
し
て
の
柴
容
を
捨
ふ
資
格
に
依
げ
て
ゐ
る
や
う
で
め
る
。
こ
の
駐
、
世

人
の
印
象
を
全
然
裏
切
る
。
被
が
巧
E
n
s
E
に
在
る
時
に
法
案
は
正
に
下
院
に
於
て
審
議
中
で
あ
っ
た
の
で
あ

b
、
既
に
第
二
韓
両
舎
を
終
了
し

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
一
ヶ
月
後
、
即
ち
一
六
五
一
年
十
月
二
日
ま
で
は
彼
は
商
業
調
査
委
員
舎
の
一
員
で
は
な
か
っ
た
。
航
海
傑
例
を

有
室
、
物
と
見
、
ま
た
、
(
p
g
E
5
=
の
封
仰
政
策
を
痛
烈
に
非
難
せ

EhA伝
2
p
r
色
、
n
E
2
5
=
山
崎
航
海
傑
例
を
唯
冷
淡
に
承
認
し
た
と
明

言
し
て
ゐ
る
(
九
日
口
語
2
2
0
ο
『

J
4
2
ι
p
忌吋
P
可

N
N
J〈
門

戸

E
E
コ
R
E
E
F
4
一
E
C
3
巧
円
一
-
c『
開

=
m
-
z
z
H
E
E
q
-
E
R
山
口
こ
-
E
5
2
2
】
宮
足
。
ι
E
Z

5

E

5

3

3

3
ュ
♂
つ

E
o
-
E
Z
N
)
。

F
Z
の
言
を
信
守
る
な
ら
ば
、
C
E
E
Z
=
の
、
航
海
保
例
に
謝
す
る
閥
係
は
甚
だ
稀
諸
問
の
ゃ

う
で
あ
る
。
彼
は
共
和
政
府
の
首
脳
と
し
て
車
な
る
署
名
者
に
過
ぎ
な
い
や
う
で
め
る
。

世
上
屡
々
過
常
の
評
債
を
附
し
て
、
常
傑
例
に
就
て
|
従
っ
て
ま
た

P
主
虫
己
傑
例
に
就
て
も
|
精
確
な
る
認
識
を
怠
っ
て
ゐ
子
乞

見
る
。
五
日
々
は
、
例
へ
ば
、
そ
の
一
人
と
し
て
マ
カ
ロ
ヴ
ク
を
事
げ
る
。
彼
は
い
ふ
『
本
保
例
は
二
重
の
目
的
を
も
っ
。
即
ち
、
そ
れ
は
脅
に
我
凶

J. R. Seeley， The Gl"owth of British I)olicy， 1922， p. 435-"436. 
原名は突の知〈である。“ Forthe increase of the ::Jhipping and encourage 
回 entof the navigation of this nation， which unde"r the good provide.nce and 
protection of God， is 50 great a meaDS of the welfan! :md safety of thi.s Com 
monwenlth， he it enacted.H 

J. A. vVilliamson. A Short Hist.ory of British Expan、lon，1922， P 246 
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、、

の
海
運
業
の
振
興
合
目
的
と
し
た
の
み
な
ら
守
、
同
時
に
、
蛍
時
世
界
の
殆
ど
総
て
の
運
遺
業
を
吸
牧
し
て
ゐ
た
・
:
・
:
和
蘭
人
の
海
上
棋
に
決
定

的
な
一
撃

f
p
n
E
z
-
-宮
司
(
傍
勤
筆
者
)
を
興
へ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
』
(
』
同
-
Z
2
E
S
F
h
g
n
z
g
ロコ、。『

C
E
E
2
m
Z
L
C
E
E
2
2
P一

2
2同明白
z
o
p
冨
む
の
の
の
同
円
・
〉
ユ
-
-
X雪
国
間
耳
目
。
百
円
〔
三
九
セ
白
岡
吋
)
。
こ
の
表
現
は
不
常
で
ゐ
る
3

常
時
刻
何
に
和
蘭
が
世
界

ω
遁
商
貿
易
に
君

臨
し
、
商
業
資
本
の
蓄
積
に
成
功
し
っ
、
あ
っ
た
か
を
見
れ
ば
明
白
で
め
る
。
こ
れ
に
就
て
は
往
時
巧
-
同
州
旦
空
間
r
・
0
r
U
2
2門
S
E
a
-
c
z
n
Z
3叩

『

Z
O
P
E
g
E
B
B
-
2
5
p
o
問。一
-
P
E
t
u
E
。
F
F
2
5
-
一。ョ

(
E
P一E
同
P
E
E
s
a
m
n
E
E
E
ι
4
p
z
p
z
m
H
E
n
z
c
z
c
g
E
Z
P

岡
田
岡
?
の
L
・
-w〕可

H
・
】

μ
・
認
の
の
三
-2E)・
-
P
H
H
E再
]
f

同町一}一山口白
ZFFOJ4=znrhHPω
問自の
F
E
r
F
同一w
N
吋w
羽
叩
a

同志一日

N可
N
-
N
∞ム
F
N
∞∞

eT
参
照
せ

よ
。
然
る
所
、
和
蘭
の
針
健
遁
商
ば
同
凶
の
商
業
的
活
動
の
全
部
で
は
全
然
な
〈
、
そ
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
ら
ぱ
、
英
士
口
利
が
傾
令

知
何
な
る
排
他
的
政
策
に
擦
ら
う
と
色
、
そ
れ
は
和
市
闘
の
勢
力
セ
英
士
口
利
よ

h
駆
逐
し
え
で
も
、
「
欧
難
巴
の
共
同
倉
庫
L

「
世
田
介
の
共
同
運
搬
夫
」

(昨日

H
d
l
H
4
4
2出
向
)
『
の
円
訂
葉
。

J4・日
h
c
R
7
2
5弓
ご
空
己
主

r
z
L
2
8札
E
R
F
S
4
3
]一4
5
5岳
民
主
与
Z

5

去の
F
N
t
E
Z
U
F
H
E
と号、の一
E

S

H
P
E
r
z
E
L
2
7
民
主
唱
印
・
ロ
か
)
と
し
て
の
柑
蘭
に
一
決
定
的
な
一
撃
」
令
指
(
へ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
和
聞
の
全
議
商
関
係
が
英
古
口
利
に
の

み
限
定
さ
れ
て
ゐ
弓
な
ら
ば
、
或
は
?
力
ロ
ッ
ク
の
昔
は
守
の
催
通
用
す
る
「
め
ら
う
が
、
和
閣
の
そ
れ
は
俄

h
仁
も
世
界
的
呪
模
に
於
て
崎
大

3
i
て
乙
た
〈

の

3
5君
主

航

海

保

例

の

要

旨

は

次

の

如

〈

で

め

っ

た

。

亜
細
道
、
阿
弗
利
加
又
ハ
琵
米
利
加
ノ
原
建
物
或
ハ
製
造
品
ハ
、
国
民
.
寅
一
一
慮
餓
ナ
ク
英
吉
利
(
蘇
絡
閣
は
外
舗
と
同
一
点
取
扱
ば
れ
た
。
筆

者
誌
)
叉
ハ
其
ノ
杭
民
地
ノ
人
日
比
所
属
ノ
舵
拍
-
一
依
ル
品
非
ザ
レ
パ
禿
蘭
変
闘
え
ハ
其
ノ
杭
民
地
↓
一
輸
入
ス
ル
コ
ト
ソ
何
ズ

2

右
知
舶
ノ
舵
長
並
二
一
船
員
ノ
大
部
分
ハ
英
士
口
利
人
タ
ル
ベ
シ

。
山
飲
難
巴
ノ
貨
物
て
英
士
口
利
又
ハ
其
ノ
杭
民
地
ノ
般
的
、
成
ハ
回
即
応
凶
又
ハ
製
泣
凶
ノ
品
川
胸
、
或
ハ
木
山
本
ノ
愉
出
浴
ノ
持
始
一
一
侠
ル
一
非
ザ

レ
パ
英
蘭
叉
ハ
其
ノ
植
民
地
ュ
輸
入
ス
ル
コ
ト
ァ
得
ズ
、
但
シ
精
製
悶
同
ハ
、
米
レ
ず
仲
川
路
伊
大
利
ヨ
リ
碕
サ
レ
ダ
ル
コ
ト
ヲ
其
ノ
所
有
者
三
於

テ
奪
回
約
ス
ル
場
合
Z

ハ
和
蘭
並
二
三
恒
三

2
経
由
ユ
テ
輸
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ι
英
吉
利
般
ヲ
以
一
ア
行
ρ

レ
ル
外
岡
貨
物
ノ
輸
入
ハ
、
原
産
同
又
ハ
製
造
岡
戎
川
本
来
ノ
愉
出
港
以
外
ノ
地
ヨ
ザ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ

ι
臨
時
魚
、
魚
油
或
ハ
鯨
鰭
て
夫
レ
ガ
鼻
、
古
利
栂
品
目
依
リ
テ
捕
獲
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ヲ
子
ル
限
7
ハ
輸
入
ス
ル
コ

1

7
得
ズ
、
時
二
一
魚
頬
て

英
吉
利
般
品
依
ル
ユ
非
ザ
レ
バ
英
士
口
利
並
昌
英
ノ
植
民
地
ヨ
ワ
輸
出
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得
ズ

1. 

7

1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
U
海
運
政
策
心
典
型

~h: 

ゴし

日
夜
凶
十
一
巻

筑

波

G. L. Eccr， ihid.， p. 385. 
IT， p. 443 

15) 運会業の1'1[或般l二よる燭占、これをナ強調せる者に腕に Sir W乱ltcrRaleigh 
がめる。彼.:J;、そ(iJ;普「和蘭人その他υ)s諸国J誌との通商に閲する諸考察」i二於
て自国民の民家カのために閑賛され品べくしてされτゐない圏内:資源の買
に塑宮なるおをカ涜し、その結論と L，τほ示し1"所の富岡強兵の針策五項の

Commerce， 1805， vol. D. Ma叫cpμh凶e臼叩1口と.叩， .Annab of '4) 



マ
ー
カ
ン
千
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
川
十
一
谷

~t 

就

二
六
O

6. 

外
国
剛
般
ハ
英
吉
利
ノ
沿
岸
貿
易
-
一
従
事
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
f

7 

本
航
海
保
例
主
返
反
ス
ル
時
ハ
舵
舶
地
一
一
其
ノ
積
街
ヲ
浅
牧
シ
、
其
ノ
一
半
ヲ
密
告
者
一
一
興
フ
ベ
シ

保
例
の
第
一
項
は
、

-L

・AL1
4
ι
H
d
斤日
L
H
U
π
ι

、

t

ザ
オ
陪
主
耳
湘
一
A
D

阿
弗
利
加
及
び
亜
米
利
加
に
於
け
る
英
領
植
民
地
問
、

英
本
聞
及
び

こ
れ
ら
植
民
地
針
民
細
川
、

阿
弗
利
加
及
び
孤
米
利
加
に
於
げ
る
諸
外
岡
聞
の
運
輪
開
係
を
規
定
す
る
。

本
僚
頃

は
、
第
一
、

輸
入
の
場
介
の
み
念
論
じ
て
ゐ
る
。

兆
六
利
が
一
地
法
業
の
明
白
を
一
刊
現
し
え
て
も
、
ヲ
ム
ご
守
レ

φ
J出

4

V
防

n叶
}

民

W

伎
に
、

山
川
に
輸
入
L
L

い
ふ
一
方
的
叫
介
に
於
て
引
付
抗
る

ω
で
み
る
c

'』J

手町、

ん

M

二

t

依
九
市
一
方
的
に
で
も
運
謹
業
の
猫
占
を

期
し
得
る
と
し
て
も
、
貿
易
の
濁
占
は
全
然
望
ま
れ
な
い
。
外
岡
商
人
で
も
彼
が
英
吉
利
舶
を
利
用
す
る
に
於
て

は
、
英
吉
利
及
び
そ
の
植
民
地
へ
の
轍
入
に
容
易
に
参
加
し
得
る
か
ら
で
J

の
る
。
第
一
頃
は
、
逆
の
場
介
卸
ち
英

本
岡
よ
り
上
記
記
植
民
地
設
に
諸
外
聞
へ
の
、
ま
た
、
植
民
地
よ
り
諸
外
岡
へ
の
輸
出
に
就
て
何
等
規
定
し
て
ゐ

な
い
か
ら
、
貿
易
、
運
送
共
に
外
岡
商
人
に
自
由
に
解
放
さ
れ
で
あ
り
、
こ
の
耕
、
本
項
は
甚
だ
杜
撰
な
規
定
の

や
う
に
見
え
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
こ
の
限
り
に
於
て
の
み
い
へ
る
こ
と
で
ゐ
っ
て
、
事
貨
は
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
先
に
翠
げ
に
一
六
五

O
年
の
航
海
保
例
が
補
完
の
作
用
を
働
く
の
で
あ
る
c

外
岡
舶
の
杭
民
地
来
航
を

会

t
禁
止
せ
る
常
僚
例
が
こ
の
場
介
埴
用
き
れ
る
結
果
、
右
の
輪
出
の
場
介
と
躍
も
運
送
業
の
調
占
は
完
全
に
英

古
利
人
の
手
中
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
o

外
岡
商
人
が
英
士
口
利
よ
り
前
記
非
英
領
各
地
へ
の
輸
出

に
営
つ
て
は
自
他
何
れ
の
舶
舶
に
依
る
も
差
支
へ
は
な
い
が
、
英
領
植
民
地
へ
、
ま
た
、
植
民
地
よ
り
非
英
傾
各

地
へ
輸
出
す
る
に
際
し
で
は
唯
英
古
利
舶
を
通
じ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
外
岡
市
人
の
英
士
口
利
貿
易
へ
の
参

中の_t頁がそれである。日〈、石炭の慣値{e靖加せしめんがために、これが
輸出をはかると共i二、而しその輸送を英古平，)般のみにT'fj=..t-べしと (SirW. 
haleigh， ilJid.， p. 25)e 



加
は
規
定
上
何
等
の
阻
止
も
受
け
な
い
に
反
し
て
、
外
同
船
は
英
士
口
利
の
運
送
業
に
参
加
す
る
道
を
殆
ど
全
く
閉

鎖
ぎ
れ
て
了
っ
た
。
い
ふ
迄
色
な
〈
、
最
も
影
響
を
受
く
る
者
は
和
一
闘
で
あ
っ
た
。

第
二
項
の
目
的
は
、
外
岡
人
の
、
艦
長
や
乗
組
員
た
る
こ
と
を
排
し
て
、
ぞ
れ
丈
け
白
岡
民
に
職
業
を
奥
へ
る

以
上
に
、
自
闘
舶
の
外
国
海
員
へ
の
依
存
性
を
減
少
せ
し
め
ん
と
す
る
所
に
あ
る
c

ア
ク
タ
グ
'
キ
!
は
結
構
的
以

外
に
軍
事
的
被
求
で
る
あ
っ
た
。

第
三
項
並
に
第
四
項
に
よ
っ
て
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
る
の
は
矢
張
和
蘭
で
あ
る
。
元
来
和
蘭
を
原
産
園
、
製

治
岡
乃
至
は
本
来
の
輸
出
措
と
せ

5
る
貨
物
は
、
最
早
和
蘭
舶
を
通
じ
て
英
士
口
利
に
轍
入
す
る
こ
と
が
悉
〈
不
可

能
E

と
な
っ
た
。

反
卦
に
、

毎
軍
事
忙

DTh-

tt、、
2

4

3

(

ノ

そ
れ
は
英
士
口
利
輸
の
活
動
範
国
の
瞭
大
を
立
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

振
は
元
よ
り
、
仲
継
貿
易
問
和
的
山
倉
庫
京
市
加
工
業
川
辺
拙
業
そ

ω他
附
随
事
業
い
か
随
伴
し
て
衰
微
せ
ゴ
る
を

え
な
い
。
併
し
、
和
蘭
人
の
英
古
利
の
輸
出
入
貿
易
に
従
事
す
る
こ
と
は
こ
の
場
介
も
可
能
で
あ
っ
た
。
蓋
し
、

彼
等
と
雄
色
、
原
産
問
、
製
法
岡
乃
至
は
本
来
の
輸
出
港
所
属
の
舶
舶
或
は
英
古
利
般
を
以
て
す
れ
ば
、
直
接
乙

れ
ら
の
地
よ
り
合
法
的
に
輸
入
し
件
た
か
ら
で
あ
り
、
第
三
項
亦
逆
に
輪
出
の
場
介
を
規
定
し
て
ゐ
な
い
か
ら
ぜ

本山
J
G

。
の
み
な
ら
歩
、
第
三
項
は
外
岡
婚
の
英
吉
利
の
輸
出
貿
易
に
携
る
こ
と
を
拒
百
し
な
い
。
と
は
い
へ
、
本

項
に
よ
っ
て
貨
物
と
と
も
に
英
吉
利
に
航
行
す
る
こ
左
の
至
難
と
な
れ
る
和
蘭
舶
の
如
き
は
、
極
め
て
屡
ミ
先
づ

往
航
空
般
の
憧
で
航
海
せ

5
る
を
得
な
か
ら
う
。
州
国
利
を
中
心
と
し
て
行
動
す
る
限
り
、
銀
…
牧
盆
の
航
海
は
到
底

耐
へ
ら
れ
る
所
で
は
め
る
ま
い
。

7
1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
法
違
政
策
の
典
型

第
間
十
一
巻

第

2虎

←ー
ム
ノ、

原産岡又は製造l調所属の船舶によるべし主の規定の鵡茅は院にLi39年の英
吉持議曾に於げる繭人保護の請願のうちに賛見 z れ品。 ~p ち、同年英吉利商
人ば、伊太平IJ人その他 '~lorocco (G.lbralb吋海峡以内日於げる諸国民に封し
で、彼等が向凶の生産物以外の商品企英吉利に輸入することを禁止すべし、
と議£こ請願したのでめる (1). Mo'釦恥叫叫州'-叶例v斗中判pμ3叶h t! r~;拍四刈o叩叫n町， A加nn帥叫】叫als当 oぱfCo叫叩01川i皿nm川n肘ヒ町r悶叫C町e同， 曲
1， p.656， Nοt仕e.)

16) 



マ
T

カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第

獄

問

第
四
十
一
巻

六

第
五
項
は
運
迭
業
以
外
に
漁
業
の
後
達
を
念
願
と
し
、
第
六
項
は
岡
内
各
港
聞
の
運
還
を
英
吉
利
の
濁
占
下
に

韓
国
ら
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

一
六
五
一
年
の
航
海
保
例
の
企
岡
せ
る
所
は
凡
そ
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が
制
定
者
の
漁
期
に
反
し
て
、

如
何
な
る
姑
に
彼
等
の
思
は

F
る
枇
陥
を
暴
露
し
た
か
c

五
M

A
咋
は
次
に
こ
れ
を
問
題
と
す
る
で
あ
ら
う
。

工
、
-
士
、

h

、1
;砂
{

昔
相
判
円
パ
生
壬
勿
市
1
J
h
I
L
止

P
K
Y
3
色
ハ
ノ
土
佐
白
羽
市

E
あ
っ
に
。

一H
I
t
(
点土

l
t
H
H
a
〆
d
u
i
-
-
d
1
y
、
I
4
0
、
J

L

'

h

d
官

r
，H掛
川

I

J

I

諸北
闘米:
での
あ脊ー

つiJ'i;[
ザ

'-17J1J除

。 時1
J~{ 

2百;
-3，ー

ポiJ
(1) 

fF: 

要
を
充
是
す
る
に
至
る
ま
で
は
、

舶
舶
用
品
の
唯
一
の
供
給
者
は

僚
例
は
そ
の
楳
威

ロヒ
zn

や
-
先
づ
こ
の
重
要
轍

λ
口
聞
の
一
角
に
於
て
崩
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
c

和
蘭
舶
駆
逐
の
結
果
は
船
腹
に
不

足
を
骨
げ
、
舶
般
に
劃
す
る
相
針
的
需
要
増
加
が
運
賃
を
高
め
る
と
同
時
に
、
第
三
項
の
規
定
は
勢
ひ
民
主
号
諸

を
賢
し
に
0

・か

t
て
生
ぜ
る
船
舶
用
品
の
債
格
騰
貴

岡
に
船
舶
用
品
に
劃
す
る
場
所
的
調
占

-ccw-=】
C
ロ
O
℃
C
}
可

は
船
舶
建
造
賓
の
高
騰
と
な
っ
た
。

lま

一
六
五
三
年
の
英
古
利
の
建
造
費
は
航
海
保
例
後
布
以
前
よ
り

。crm

も二一

O
%
の
昂
騰
を
示
し
、
梅
員
の
不
足
は
そ
の
勢
銀
を
騰
貴
せ
し
め
、
た
め
に
露
西
豆
、

杢
〈
衰
退
し
た
左
指
摘
し
て
ゐ
る
抗
、
そ
れ
は
単
に
露
西
豆
、

P
2
D
F
E
に
就
て
の
み
い
ふ
ペ
き
で
な
か
ら
う
。

。BE
-
-
E
貿
易
は

同
一
方
面
の
瑞
典
、
波
蘭
、
調
逸
貿
易
に
も
亦
妥
営
す
べ
き
で
あ
る
。
向
ほ
、

濁
り
英
士
口
利
側
に
於
け
る
事
情
に
の
み
臨
す
べ
き
で
は
な
く
、

-U一巳口

こ
れ
ら
の
方
面
の
遁
商
の
衰
退
は

地
方
の
有
す
る
濯
謹
能
力
の
不
足
に
も
若

干
そ
の
責
を
負
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
六
五
三
年
に
舶
舶
用
品
に
限
っ
て
任
意
の
蹄
舶
に
よ
っ
て
任
意
の
港
よ
り

知舶用品とは亘師、大麻、涯育、ダール、松板、オ』ル、金索、金索線、鋼、
マスト、帆布、縦材、填紫等。 船舶用品の英討測に射する重要性に就て
はり町民n，¥faug-Ilnan-d anrl ])eardorft'， dtudies in the I-listory of English 
Commerce in the Tl1dor Petiod， 1912， p. 22I-2_'2:~ 

17) 



輪
入
す
る
色

'2;~ 
支
r、
な
し
と
改
五三
さ

れ

Tb〉

一
六
五
六
年
の
英
両
戦
争
は
一
時
航
海
俸
例
を
有
名
無
責
た
ら
し
め
た
。
西
班
牙
の
私
掠
惜
横
行
の
た
め
に
英

古
利
舶
の
安
ん
じ
て
運
誌
に
従
事
す
る
所
と
な
ら
や
、
英
士
口
利
貿
易
は
な
掠
舶
を
回
避
せ
ん
が
た
め
自
然
和
蘭
舶

に
赴
か
ざ
る
を
伴
な
か
っ
た
。

は
そ
の
著
「
貿
易
並
に
航
海
論

L
F印ミ印
E

m-「
司
『
ロ
コ
門
主
]
山
『
口
J

〈
切

[FH

叶
『
白
門
同
町

E
L
Z副〈ぽ弘一色

P
s
a・
に
於
て
い
ふ
「
2
2
2
政
府
の
航
海
僚
例
は
殆
ど
そ
の
殻
果
を
後
揮
し
な
か
っ
た
。
英

西
戦
争
中
は
政
府
・
6
商
人
も
共
に
西
班
牙
の
私
掠
加
の
惨
摘
を
回
避
せ
ん
一
か
た
め
内
ら
謹
ん
で
僚
側
宇
佐
休
眠
せ
し

め
た

-zx
巴

2
1
阿
斑
牙
の
な
持
冊
一
か
徐
り
に
も
横
行
合
恐
に
し
た
結
果
、
叩
央
官
利
舶
は
謹
話
加
の
謎
街
な
し

で
は
動
く
こ

2
を
欲
せ
ぎ
る
に
宇
一
つ
だ
か
九
つ
で
あ
内
J
O
C

に
ゐ
つ
に
和
蘭
の
舶
舶
に
依
っ
て
行
は
れ
た
。

ザ
火
古
利
貿
易
は
大
部
分
常
時
西
野
牙
と
平
和
祖

こ
の
こ
と
は
殆
ど
航
海
保
例
を
休
止
せ
し
め
む
o』

は
と
)
二
一
、

子化
V

J

V

{

一
六
五
七
年
に
は
「
魚
類
は
英
古
利
般
に
よ
っ
て
轍
出
す
べ
き
」
規
定
が
修
正
さ
れ
、
或
種
の
魚
類
の
輸
出
に
は

外
岡
舶
を
使
用
し
符
べ
し
と
改
め
ら
れ
た
。

翌
五
八
年
に
は
倫
敦
及
び
附
涯
の
婚
主
連
が
護
民
官
に
劃
し
て
航
海
保
例
の
無
致
含
陳
情
し
て
、
法
規
の
ヨ
ソ

m

厳
重
な
ら
ん
こ
と
伝
要
請
し
て
ゐ
る
。
陳
情
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
航
海
保
例
が
外
岡
人
に
よ
っ
て
持
だ
し
く
回

避
さ
れ
る
の
み
な
ら
中
、
好
策
を
以
て
そ
の
所
罰
を
兎
れ
る
た
め
、
多
数
舶
舶
の
繋
舶
、
優
秀
舶
の
腐
朽
を
見
、

我
海
運
業
は
甚
だ
閑
散
で
あ
る
。
貿
易
に
し
て
色
大
部
分
倫
敦
在
留
の
外
人
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
外
岡
舶
員
の
運

航
す
る
外
岡
製
船
舶
を
以
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
た
め
、
我
岡
山
開
口
只
は
他
に
職
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
肢
態
に
め
る
。

7
1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
四
十
一
巻

山ノ、

第

盟主

ヨ王

Richardson，-'An .Essay on the Cause cf the Decline of the Foreign Trade，. 
MDCCL， p. 52， ilO Select Colledion "f' 'ヨcarce剖 ldValuable Tl，"ilctS on Co皿-
merce， ed. by J. R. :.McCulIock， MDGCCL IX. 
W. Roscher， a. a. O. S. 64，註 1.
E. Lipson， ibid.， p. 123・
¥Y. Cunningham， ibjd.， p. 360.註 2.

18) 

19) 
2口)
21) 



7

1
カ
ン
チ

F
ズ
ム
時
代
の
海
道
政
策
の
典
型

第
四
十
一
巻

一
一
六

ノ、

問

第

披

内
外
雨
面
に
於
て
我
商
業
を
侵
蝕
せ
る
和
蘭
人
は
、
海
上
に
於
て
一
一
樽
の
清
水
さ
べ
芥
冷
に
販
責
し
て
央
れ
な
い
、

剰
さ
へ
聞
く
に
耐
え
ゴ
る
悪
罵
を
出
せ
る
。
彼
等
は
五
口
ん
咋
と
航
海
aT
共
に
し
な
い
で
、
苔
ι
干
の
間
隙
を
狙
ひ
、
間

接
の
コ

l
ス
を
粧
て
巧
み
に
我
闘
に
彼
等
の
貨
物
全
輪
ス
す
る
。
こ
れ
は
一
舟
々
の
み
な
ら
や
、
我
岡
閥
税
に
劉
し

て
も
頗
る
有
持
で
あ
る
。
『
闘
は
く
ば
保
例
の
帥
行
を
般
に
し
、

我
闘
船
舶
じ
は
総
べ
て
英
吉
利
人
(
の
み
)

Z
』
L

、ノ、

t
i
J
 

を
組
染
ま
す
べ
し
と
現
定
き
れ
ん
こ
と
を
望
h
u
。
』
海
濯
業
者
の
訴
願
に
膳
じ
て
闘
税
委
員
命
日
に
於
て
も
、

和
問
人

)
L
4
-
E
E
h
L
-
f
リ
)
次
提
l
t
y
J
J
v
f
-
h
h
I
t
J
E
)
九
二
火
力

E
T
V
3
》
一
位
向
ノ
h

f
u
倒
カ
立
叶
ガ
プ
ブ
ι
ヰ

u
n
H
1
E
主
td
一一

町
民
に
俄
例
は
ι
'
L』
淵
則
叶
、
、

.
m

bノ
U
但
r
j
ノ
ム
μ

舶
主

彼
等
が
英
士
口
利
舶
に
乗
組
ん
で
英
古
利
内
地
の
各
港
問
聞
の
航

共
同
所
有
者
或
は
舶
長
に
非
ゴ
る
限
り
、

海
に
従
事
す
る
行
免
を
禁
じ
て
ゐ
な
い
故
に
、
我
閑
海
員
の
失
業
問
題
ぞ
惹
起
し
て
ゐ
る
と
述
べ
、
若
し
も
兆
古

利
般
の
運
航
に
し
て
専
ら
英
古
利
人
の
み
に
よ
る
べ
し
と
改
正
さ
れ
る
に
於
て
は
、
貿
易
並
に
海
運
は
市
民
に
利
益

を
受
〈
る
所
が
あ
ら
う
、
と
海
道
業
者
と
同
様
の
一
結
論
を
下
し
た
。

四

一
六
六

O
年
王
政
復
古
、
(
い
-E
『
]
内
山
口
王
統
を
艇
ぐ
。

被
の
四
位
位
と
共
に

7
1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
運
動
は
念
、
、
そ

の
光
芭
ey
後
揮
し
た
c

王
政
の
再
び
成
る
や
、
常
路
者
の
先
づ
故
初
に
取
上
げ
た
経
済
事
項
は
、

ー、

一
六
五

年
の
航
海
僚
例
の
趣
旨
を
更
に
徹
底
せ
し
め
、
一
一
、
植
民
地
を
封
闘
の
消
費
に
必
要
な
る
則
貨
の
源
泉
と
し
て
利

用
し
、
且
つ
出
来
得
れ
ば
蹴
羅
巴
の
一
部
並
に
東
洋
と
の
貿
易
上
の
不
利
な
る
均
衡
が
}
改
善
し
、
三
、
植
民
地
に

輸
出
さ
れ
る
総
べ
て
の
蹴
羅
巴
の
製
造
日
間
を
し
て
先
づ
一
臆
英
吉
利
を
通
過
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
英
吉
利
を

E. Lip5on， ibid.， p. 123 
E. Lipson， ibid.， p. 123-4 
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集
散
市
場

ω
Z
T
r
と
な
し
、

以
て
商
業
利
益
を
確
保
し
、
闘
耽
牝
入
を
増
加
せ
し
め
る
こ
と
、

こ
れ
で
め
っ
た
。

か
く
て
、

英
二E

"" 利
は

ω 箇
g の
存主
保安
1yij; 

ア候
~ ~ÎJ 
二-re
I ;; 2" t'.~ 
てコ

ナこ

一
は
一
六
六

O
年
に
於
け
る
航
海
保
例
で
あ
り
、

他
は;

一
六
六
三
年
に
於
け
る

一
六
六

O
年
の
航
海
保
例
の
内
界
は
次
の
如
く
で
あ
る
一
U

1“ 

英
吉
利
川
畑
ノ
艇
長
抽
出
一
一
・
少
ク
ト
モ
般
民
ノ
川
分
ノ
一
一
一
二
央
主
口
利
人
タ
ル
ベ
シ

リ

琵
米
利
加
、

何
弗
利
加
或
ハ
亜
細
豆
-
一
於
ヶ
ル
英
領
柿
即
応
地
ノ
愉
出
入
品
ハ
地
ベ
テ
、
英
繭
、

又
ハ
柑
氏
地

愛
瑚
人
民
-
一
所
厨
ス
ル
船
舶
、

‘1・0 
ノ
人
民
ュ
ヨ
ソ
テ
所
有
ザ
レ
日
ソ
建
造
サ
レ
タ
ル
締
拍
ア
以
テ
十
ス

出
品
目
斑
品
強
=
マ
之
ト
、
木
材
、
板
、
穂
、
源
平
円
、

オ
ロ
ー
プ
油
、

設
拘
、

ユ
非
ヂ
レ
バ
輸
念
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

2

1

L

、
可
旨
、
足
柄
、

E
-
、
Z
崎町佐司、

イ

y

も
H

ノ月一

E
H
A
?
1
1

j

;

I

:

b

f

l

」
l

l

'

ヲ
一
プ
シ
デ

l
等
ノ
怖
入
戸
川
市
平
川
ヲ
問
一
ア
タ
ス
〈

ν

無
花
果
、

年
HPT

4
4
3
 

土
年
比
ノ
小
紋
比
倫
矧
ゾ
ノ
仙
ノ
愉
人
ハ

4. 
事~ -1;土
古車)1
1'1) 、
月r:m 
属製
ノ 日時
、自主
旦力目

ツ 11!.
英
干守備l
平I1 ~~ 
建 ?Þ~
'"、三1
ノ司l'
婚、
舶
j; 

原
産
幽
ノ
賠
舶
力
、

或
ハ
普
遁
最
初
ノ
積
出
港
ノ
松
舶
力
ヲ
以
テ
ナ
ス
ベ

U

英
蘭
、

愛
蘭
叉
ρ

制
民
地
/
品
川
舶
ヲ
以
テ
ナ
ス

エ
井
ザ
レ
パ
実
関
叉
ハ
愛

亘
細
豆
、

阿
弗
利
加
或
ρ

毘
米
利
加
ノ
生
産
物
或
ハ
製
造
品
て

調
一
一
輸
入
Z

ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

&
外
岡
貨
物
て
ソ
ノ
生
産
印
刷
叉
ハ
ソ
ノ
本
来
ノ
愉
出
港
以
外
ノ
地
ヨ
リ
英
蘭
、
愛
関
一
一
輸
入
ヌ
ル
ヨ
ト
ヲ
得
ズ

日
英
吉
利
ノ
船
舶
以
外
ノ
船
舶
ヲ
以
一
7

英
吉
利
二
輸
入
シ
得
ル
外
凶
貨
物
ハ
一
外
同
人
ノ
貨
物
ト
見
倣
シ
、
外
人
枕
己

E】
m
L
z
q
ヲ
諜
ス

ー
植
民
地
ノ
砂
糖
、
煙
車
、
棉
花
、
京
、
生
委
、
黄
色
染
料
用
木
ツ
ノ
他
ノ
染
料
原
木
、
即
チ
「
列
血
中
商
品
」

Z
Z
E
E
-ロ
司

P
E
E
-
5己目ニ
2

山
、
英
蘭
、
愛
蘭
一
或
ρ

椋
民
地
へ
輸
出
Z

ル
場
合
ノ
外
三
植
民
地
ヨ
リ
輸
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

8. 

植
民
地
ノ
商
人
及
ピ
代
理
商
ハ
英
古
利
ノ
凶
籍
ヲ
有
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

外
岡
品
川
ハ
英
士
口
利
ノ
沿
岸
貿
易
-
一
参
加
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得
ズ

外
岡
般
ヲ
以
テ
輸
入
ス
ル
乾
魚
、
魚
池
又
ハ
鯨
骨
三
-
倍
ノ
M
何
人
枕
ヲ
支
抑
フ
ベ
シ

9 10. 
n
z
m同
『
一
円
出
口

の
保
例
が
二
ハ
五

C
年
並
に
五

一
年
の
健
例
の
単
な
る
純
計
で
は
な
く
、

こ
れ
を
瞭
大
し
強
化
せ
る

マ
ー
カ
ン
チ
り
ズ
ム
時
代
的
海
道
政
策
の
典
型

第

2虎

第
凶
十
一
巻

二
六
五

七

The Cambriu呂eHi!;t01'y Or the Britis.h Empire， 1929， vol. _ I， P-.: _270-271 
D. ~Iacphersl~n. Annals of COlnmerce， 1:805. vol. rr， p. 484-486 
G. L. Beer， The Old. Colonial日ystem:1ち，12:， part I. p. 61-65 

24) 
25) 



7
1
カ
ン
チ

F
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
四
十
一
巻

一
一
六
六

第

自足

i¥. 

法
令
な
る
こ
と
は
、
雨
者
の
内
容
を
比
較
検
討
す
れ
ば
直
も
に
肴
取
し
特
る
所
で
あ
る
c

先
づ
植
民
地
に
闘
す
る
第
二
項
並
に
第
八
項
を
見
る
に
、
以
前
の
傑
例
に
反
し
て
、
新
な
る
規
定
は
植
民
地
向

人
の
岡
籍
を
限
定
し
て
、
こ
れ
よ
り
外
岡
人
を
全
然
ノ
ヴ
ク
・
ア
ヲ
ト
せ
ん
と
す
る
。
故
に
、
外
岡
人
の
、
英
本

固
に
夜
っ
て
劉
柏
民
地
輸
出
に
参
加
し
得
る
所
に
依
烈
と

L
て
究
封
業
の
、
彼
等
に
山
到
す
る
寛
大
性
が
め
る
と
し

て
も
.
そ
の
参
加
は
賀
際
的
仁
は
以
前
よ
り
も
透
か
に
困
難
ー
と
な
る
で
あ
ら
ヮ
。

校t
zサE
n 
Cド

fl 
~J 、

彼
等
は
英
本
岡

{
e
i
-
-
;
l
:
可

4
1
1
』
巴
命

:
[
i
J

Y

査
ド
そ

σ〆
利
回
日
到
ド
右
宜

L
戸

L
布
川
-
隠
し
可
L

ヂ
ド
タ
業
を
州
'
z
t
M
ス
7
b
t
で
あ
ぷ
F
U

¥
/
守
日

v

、、B
J
3
F
L
、-
E

示転、，
J

H
附

則

句

τ
'
b
L
n
J

，
L
U
訓
告J

ノ
zw討
議
』
A
U
U倶
l
I
十し巧

論
の
こ
と
で
あ
Z
炉
、
更
に
植
民
地
舶
舶
は
植
民
地
に
於
て
建
造
♂
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
挽
一
品
す
れ

ば
、
外
岡
製
の
舶
舶
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
造
船
業
の
奨
励
ば
、
新
航
海
保
例
に
新
し
く
加
へ
ら
れ
た

目
的
で
あ
る
。

の
3
5
5
=
保
例
の
第
三
項
の
規
定
は
、
師
連
の
如
〈
、
絹
製
品
に
除
外
側
ど
設
け
た
。
の
『
内
『
一
向
山
口
俊
例
の
第
三

項
に
於
て
は
、
欧
羅
巴
の
貨
物
は
二
様
に
分
っ
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
を
見
る
。
第
一

に
、
一
露
両
児
口
叩
及
び
マ
ス
ト

以
下
十
九
種
の
貨
物
は
絶
劃
に
英
古
利
舶
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
主
二
こ
、

九
回
河
-
一

'
t

士
耳
共
口
川
は
前
保
例
の
規
定

に
従
ふ
上
に
、
耳
に
そ
の
英
古
利
舶
は
英
古
利
建
造
の
そ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耐
し
て
附
徐
の
険
羅
巴
貨

物
は
如
何
な
る
種
類
の
加
舶
に
よ
る
も
差
文
へ
な
い
の
で
あ
る
。
本
保
例
は
前
焼
例
に
比
し
て
綾
和
的
か
に
思
は

れ
る
。

併
し

こ
の
緩
和
は
論
や
る
に
足
ら
な
い
。
何
ん
'
と
な
ら
ば
、
緩
和
の
恩
恵
に
博
す
る
の
は
宅
色
重
要
な

剖

ら
F
る
貨
物
の
み
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
る
貨
物
た
る
マ
ス
ト
以
下
の
諸
種
の
貨
物
並
に
持
四
郎
品
の
漣
誌
は
判

~. R. ]ohnson， I-listoTy of Domestic and Foreign C川町nerceof the 17nitt.'d 
States， ]915， vol. 1， p.-40 
j. R. McCulloch，iLid.， p. 817 
J. 1し McCulloch，ibid. 

26) 

27) 
28) 



れ
も
英
古
口
利
舶
の
猫
占
の
下
に
置
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
の
ま
た
、
英
士
口
利
舶
以
外
の
知
舶
で
輪
入
し
得
る
貨
物
と

雄
も
、
第
六
項
に
よ
っ
て
そ
の
僅
通
過
出
来
な
か
っ
た
。
飽
く
ま
で
も
外
岡
舶
に
A

ン
デ
イ
・
キ
ア
ッ
プ
を
附
し
、

来
航
を
桓
否
せ
ん
と
す
る
執
拙
性
が
認
ら
れ
る
。

一
六
六

O
年
の
焼
例
の
最
も
特
徴
的
な
規
定
は
「
列
畢
商
品
」
の
規
定
で
あ
ら
う
、
「
列
奉
商
品
」
設
定
の
主
回
目
は
、

母
闘
の
製
造
業
者
を
し
て
植
民
地
の
原
料
を
濁
占
せ
し
め
ん
が
た
め
と
、

ωZvr
保
例
的
に
閥
枕
の
増
牧
を
ほ
か

副
司

ら
ん
と
す
る
所
に
め
っ
た
。
『
列
血
中
政
策
は
営
時
の
経
漕
教
義
(

7

1

力
ン
チ
リ
ズ
ム
、
筆
者
説
)
の
最
も
頴
著
な
る
表
現

で
あ
っ
た
。
』

一
六
六

O
年
の
新
保
例
の
内
容
や
〕
仇
l

味
1

る
時
、
γ
品
川

φ

は
、
そ
れ
が

7
1
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
保
護
・
排
他
性
営
、

且
一
酷
的
に
レ
へ
ば
、

劃
和
蘭
抗
争
立
識
を
歌
山
下
¥
露
骨
仁
表
面
化
せ
る
を
了
解
す
る
ハ

こ
の
保
例
は
乱
世
布
後
屡
ミ
撰
張
、
饗
更
を
受
け
だ
か
ら
、
そ
れ
に
就
て
簡
単
に
越
ペ
て
置
き
た
い
。
英
士
口
利
知

に
し
て
而
も
自
園
製
た
る
こ
ん
]
を
僚
件
と
し
た
の
は
、
前
述
第
二
項
の
植
民
地
般
舶
と
第
三
項
の
士
耳
共
品
轍
入

の
場
合
と
に
卦
し
て
で
あ
っ
た
が
、
一
六
六
二
年
に
は
他
の
総
べ
て
の
場
合
に
も
こ
の
健
件
が
要
求
さ
れ
た
ポ
外

岡
製
英
古
利
加
は
娘
べ
て
外
岡
舶
と
同
一
視
さ
れ
、
そ
れ
が
積
載
す
る
貨
物
に
は
外
人
粧
が
強
諌
き
れ
る
に
至
っ

た
。
同
六
二
年
に
、
直
接
原
産
地
よ
り
輸
入
す
べ
き
規
定
は
香
料
に
闘
す
る
限
り
撤
阿
さ
れ
、
和
蘭
よ
り
の
輸
入

が
許
ザ
き
れ
た
。
常
時
下
合
料
貿
易
は
和
蘭
の
猫
占
物
で
ゐ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
く
そ
の
年
、
欧
羅
巴
の
生
産

物
‘
製
造
け
叩
は
直
接
植
民
地
へ
輸
入
せ
示
、

一
日
一
英
蘭
に
轍
入
の
後
自
園
製
の
英
吉
利
舶
に
依
っ
て
植
民
地
に
積

7

1

力
ン
チ
リ
T

ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
凶
十
一
巻

第

1皮

二
六
七

j~ 

O. P. Chitwood， A History of Colonial America， 1931， p・507・
G. L. Beer. The Old Colonial Syst"rn. p. 73・
D. ~lacpherson， vol II， p・507・
E. Lipson， ibid.， 1~5 ・
E. Lipson， ibid. 

29) 
301 
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32) 
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7

1
カ
ン
ナ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

迭
す
ペ
し
と
定
め
ら
れ
た
。
一
見
に
六
七
年
英
・
蘭
第
二
次
戦
争
終
熔
後
雨
間
聞
に
締
結
さ
れ
た
宮
内
弘
山
一
慌
約
に
於

第
四
十
一
巻

二
六
八

第

I虎

O 

て
、
英
士
口
利
は
和
蘭
大
伎
の
主
張
を
容
れ
て
、
調
逸
よ
り
ラ
イ
ン
を
下
っ
て
宮
}
三
「
R
E
の
市
場
に
搬
入
さ
れ
る

向
日
聞
は
総
べ
て
和
蘭
産
と
見
倣
し
て
、
和
前
舶
を
以
て
輸
入
し
得
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
。
上
掲
第
七
項
は
「
列

事
前
日
叩
」
の
杭
民
地
閉
じ
於
げ
る
取
引
を
禁
止
し
て
ゐ
な
い
。
そ
こ
で

〈

=i凶m-5=-E-
や
]
出J可、円
F戸R『ミ可三
}zE-笠丘
の
杭
民
者
は

そ
の
間
断
念
利
用
し
て
、
人
口
法
的
に
附
草
合
同
川
純

U
へ
間
接
に
輸
出
す
る
方
法
令
」
案
出
し
た
。
印
ち
、
煙
車
は
先

〆ノ

J

叩/↓・

-
-
d

h
;
r
z
 

b
ル

A

1

1

、

l
忠
明
主
丈
、

E
ル
r，

判一、、
J

日

一
」
ノ

F
4
‘

-Lrid-、H
-
、
)
K
R
i
d
-
、1士
一
日
!
'
二
日
J
j
i
l
、
-
〕

7
h
ノ
:

さ

2
4
3
y
J
I
F五
日
ヅ

E
l
v
t
r
{
軒
目

:
t
d
j
U
寸
J
d
F
"

円
、
口
町
戸
山
口
己

三
年
の
杭
民
地
開
税
焼
例

吋
-m戸
口
円

m
w
E
Cロ
】
〕
江
戸
一
口
出

k
〆
円
円

は
第
七
項
の
か
か
る
献
陥
を
赴
正
せ
ん
が
た
め
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
列
奉
商
品
」
を
積
載
せ
る
船
舶
は
、
杭
民
地
を
解
擁
す
る
際
に
は
常
該
貨
物
を

母
岡
に
陸
揚
げ
す
べ
き
旨
の
誼
明
を
な
す
か
、
然
ら
r
d

れ
ば
、
特
別
輸
出
穂
の
支
排
を
な
す
か
の
何
れ
か
を
岡
市
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
「
列
事
向
日
叩
」
の
闘
際
貿
易
は
必
や
英
古
利
解
由
で
行
ふ
か
、
き
も

な
く
ば
、
輪
出
枕
の
賦
謀
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
「
列
邸
中
向
日
叩
」
の
品
種
も
数
次
に
亘
っ
て
柑
加
さ
れ

--。
み

l

一
七

O
五
年
に
米
及
び
糖
蜜
が
、

二
二
年
に
海
狸
の
皮
そ
の
他
の
毛
皮
及
び
銅
鉱
炉
、
二
九
年
に
舶
舶
用
品

〈
聾
ぺ
F
I
ル
、
マ
ス
ト
等
〉
炉
、
六
四
年
に
錦
、
木
材
、
榔
子
、
瑚
誹
、
生
株
、
皮
革
等
が
「
列
翠
商
品
」
に
包
含
さ

、E
U
-
-
n》

歩

q
ナ
t

五

一
六
六

O
年
の
傑
例
は
、

そ
の
讃
叶
一
一
〈
者
よ
り
は
「
海
草
大
詰
章
」

ω目
即
日
高
品

E
n
v
E
Z
E
2
m
E
)
或
は
「
海

E圃 Lip~on ， ibid 
D. Macpher叩 n，ibid.， p. 531. 
The Cambridge History of the British E皿pire，p. 2T7-278. 
E. Lipson， ibid.， p. 125-126， 8註8.
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軍
憲
章
」

Q
5
2戸
三
山
「
一
伸
一
ヨ
立
の
一
己
五
)
と
栴
揚
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
も
亦
深
期
せ
玄
る
種
類
の
弊
害
い
か
継
起
し

て
ゐ
る
。
吾
+
は
以
前
の
例
に
な
ら
ひ
、

こ
の
鮎
に
瞥
見
を
進
め
る
で
あ
ら
う
。

先
Jコ

ロ
山
口
一
円
方
面
の
通
商
閥
係
に
就
て
見
る
。

通
商
の
重
要
性
は
、

ぞ
れ
が
英
古
利
の
必
需
品
た
る

]
w
m

ニニ円

品
川
舶
用
品
を
供
給
す
る
所
に
あ
る
こ
と
は
、
岐
に
指
摘
し
た
如
〈
で
あ
る
。
英
士
口
利
人
は
一
冗
来

F
P
W
方
面
に
は

外
同
製
の
軸
舶
を
使
用
し
て
ゐ
た
。
和
閑
人
が
貿
易
の
種
類
に
従
っ
て
夫
今
柑
舶
を
建
造
す
る
に
反
し
て
、
北
九
士
日

利
晴
は
普
通
特
定
の
質
坊
を
目
標
と
し
て
は
建
造
さ
れ
や
、

は
一
小
越
常
で
め
っ
た
。

そ
の
た
め
に
同
開
建
設
の
尚
船
は

出
品
一
円
符
弘
二

j
二

そ
れ
故
、

一
六
六
二
年
に
「
兆
古
利
舶
は
英
士
山
利
建
造
船
に
隈
る
」
と
改
正
さ
れ
て
以
来
、

同
方
耐
の
貿
易
は
兆
土
日
引
に
3

ど
っ

τ誌
だ
し
く
問
維
と
は
っ
た
74
必
ら
う
c

i

、

w
k
b
1
じ

ψ
U
L
r
L

附
先
立
利

ι
於
け
る
雄
治

費
は
他
闘
と
比
較
し
て
頗
る
不
廉
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
ら
舶
舶
を
建
造
し
て

F
一
号
貿
易
の
用
に
充
つ
る
の
は
耐

え
難
き
苦
痛
で
あ
っ
た
ら
う
。
例
へ
ば
、

一
六
六
九
年
ぷ
於
け
る
y
-
フ
イ
ポ
!
ト

出
可

U
C
F
p
g
一
般
の
建
造
建

は
和
蘭
で
は
八
百
時
で
あ
り
、
英
上
口
利
で
は
千
三
百
時
で
あ
っ
た
。

ま
に
、
大
塑
舶
の
建
造
尚
武
志
和
闘
の
千
四
百

礁
で
あ
る
に
劃
し
て
、
英
古
利
で
ば
二
千
四
百
時
を
必
要
と
し
た
。
同
じ
く
一
六
七
六
年
に
於
て
二
百
五
十
噸
の

一
英
古
利
尚
般
の
建
造
費
は
噸
嘗
り
七
時
二
志
で
あ
っ
た
が
、
同
年
倫
設
の
一
向
人
が
∞
白
山
『
含
『
阿
国
(
利
関
}
で
購
入

部
ち
噸
営
ム
リ
約
四
時
十
志
で
あ
つ
に
。

し
た
二
百
噸
の
フ
ラ
イ
ポ

i
ト
は
債
格
九
千
五
十
ギ
Y
ダ

1
、

『
英
古
利

人
は
魚
貿
易
に
使
用
す
る
バ
ス

HW5凶
(
二
橋
の
機
卿
)

。
『
巾
巾

HHF=巳

共
他
各
方
面
に
使
用
す
る
蹄

の
建
造
や
丁
持
、

舶
の
建
造
に
通
じ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
、
和
蘭
人
は
極
め
て
便
利
よ
く
各
種
の
貿
易
に
用
ひ
る
艦
舶
を
建
造
す
る
。

マ
ー
カ
シ
乎
リ
ズ
ム
時
代
め
海
運
政
的
地

ρ
典
型

第
凶
十
一
巻

ノ、

ブL

主3

11X 

E. Lipson， ibid.. p. 130 
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第
間
十
一
審

第
二
球

一
一

マ
ー
カ

y
千
リ
ズ
ム
時
伐
の
海
運
政
策
ー
は
典
型
一

吾
ム
干
(
英
上
口
利
人
)
は
唯
軍
舶
を
建
造
す
る
道
を
知
っ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
貿
易
に
用
ひ
る
我
闘
舶
舶
は
、
そ
の
便
不

使
JT
論
ぜ
?
に
凡
て
同
様
の
塑
態
を
有
し
て
ゐ
る
。
』

二
七

O

こ
こ
に
於
て
も
第
五
項
の
規
定
は
矢
張
場
所
的
調
占
の
騨
ぞ
賢
し
、

間
hw
一
円
一
円

諸
闘
に
舶
舶
用
品
の
債
格
含
左
右

す
る
の
機
命
令
}
捉
へ
し
め
た
。
債
格
が
殆
ど
倍
加
し
た
の
み
で
な
い
、

丁
抹
干
一
の
徴
枕
す
る

F
E
通
過
視
も
ま

た
著
し
く
増
額
き
れ
た
つ
づ
;
従
っ
て
、
「
疲
帥
押
せ
る
英
吉
利
」

p
ι
Z
E
W
E
rコ
問

2
2
r
a
p
-
の
著
者
の
ヨ
一
日
日

a
F

、
、
、
、
、
、
、
‘
号
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
島
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
‘
.
.
.
 

よ
れ
ば
、
丁
抹
人
は
ど
の
慨
例
小
一
利
川
し

t
幌
育
、
タ

l
h
y
及
タ
木
材
の
債
権
住
に
き
れ
ら
に
封

f
る
鴻
池
桃
山
け
一

、
、
、
b

b

、
、
、
匹
、
首
、
鼻
、
、
、
明
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
担

殆
ど
二
倍
に
引
上
げ
た
。

ηノ

1
フ
ラ
ン
ド
も
亦
大
麻
、
亜
麻
に
劃
し
て
同
様
で
あ
っ
た
o
』

英
吉
利
の
遺
舶
業
者
が
輸
入
材
債
の
騰
貴
に
煙
迫
さ
れ
て
飴
儀
な
く
閣
内
よ
り
そ
の
供
給
を
仰
戸
、
に
至
っ
た
こ

と
は
、
ゆ
く
り
な
く
政
府
の
熱
心
な
る
森
林
保
護
政
策
に
暗
影
を
投
じ
た
。
海
軍
や
遠
洋
航
海
用
の
大
塑
般

ωだ

め
て
保
有
し
て
め
っ
た
森
林
は
離
伐
の
た
め
に
念
速
に
蹴
少
し
て
了
つ
に
。

一
六
六

O
年
の
候
例
は
五
一
年
の
そ
れ
と
同
じ
く
英
吉
利
商
人
を
有
利
な
る
立
場
に
導
き
、
殊
に
そ
の
う
ち
の

少
数
ぞ
同
閏
貿
易
界
の
槙
力
者
た
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
海
員
を
「
商
人
の
主
人
公
」
た
ら
し
め
た
。
英
古
口
利
人
は

和
蘭
人
の
如
〈
に
白
岡
民
よ
り
も
生
活
水
準
の
よ
り
低
い
外
岡
海
員
を
傭
用
す
る
の
自
由
を
殆
ど
奪
れ
た
た
め

に
、
海
上
州
労
働
者
の
賃
銀
騰
貴
と
い
ふ
井
汁
営
嘗
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
∞
一
円
。

g『
m
m
U
2
t
=
m
の
一

六
六
五
年
に
於
け
る
報
体
一
向
に
よ
れ
ば
、
和
蘭
舶
の
乗
組
員
の
字
数
は
各
園
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
丁
抹
入
、
諾

戚
人
が
最
多
数
を
占
め
て
ゐ
た
と
い
ん
。
(
リ
c
r
m
は
い
ふ

「
こ
の
僚
例
は
少
戴
の
商
人
を
英
士
口
利
金
貿
易
の
主
人

V. BarbouT， ibid.. p. 268，辻 2
Richardson， ibid.， p. 52 
E. Lipson， ibid.， p. 132. 
V. Ba山
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公
た
ら
し
め
て
ゐ
る
如
く
に
、
海
員
を
商
人
の
主
人
公
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。
蓋
し
、
海
員
が
少
数
で
、
商
人
は
彼

等
を
得
る
に
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
故
に
、
若
し
も
商
人
に
し
て
海
員
の
要
求
す
る
賃
銀
の
支
給
を
拒
絶
せ
ん
か
、
彼

は
全
然
貿
易
に
従
事
す
る
こ
と
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
』

航
海
傾
倒
の
目
標
た
LZ
和
蘭
一
炉
建
に
こ
れ
に
よ
っ
て

E
利
を
博
し
た
と
い
へ
ば
、
皮
肉
の
栂
み
で
は
な
か
ら
う

か
。
和
蘭
の

H
g
z
r
通
商
は
決
し
て
衰
退
し
な
か
っ
た
し
、
調
英
通
商
か
ら
も
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
貿
易
の
一
部
門
が
他
の
、
而
も
ヨ
リ
有
利
な
る
部
門
に
轄
賀
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
従
前
、
和
蘭
が

サ
先
古
利
に
供
給
し
て
ゐ
に

-
2
2
F
}
H
2乙
そ
の
他

]
Z一
一
円
滑
川
一
仰
の
大
刷
、
斑
麻
は
、

延
土
日
利
の
・
東
部
海
岸
の
住

日
H司
1
J
r
l
q
T
K
北
'
¥
フ
-
z
t
k
k
Hリ
喜
三
H
I
h
隠
'
正
凶
=
町
Z
P
1
、
証

平

B
G
D宇
桁
一
ノ
f
J
U
A
l
似
品
U
4
J
イ
ド
J
3

立
出

i

j

m

乏
に
よ
っ

τ綱
、
開
制
、
汎
布
に
制
提
出
さ
れ
て
ゐ
に
ド
、

に
一
六
六

O
年
の
傑
例
は
舶
舶
用
品
の
直
接
産
地
輸
入
を
一
層
困
難
ら
ら
し
め
た
。

然
る
に
、

和
蘭
人
の
印
刷
す
る

こ
と
な
〈
自
国
に
綱
具
、
網
及
び
帆
布
類
の
製
造
業
を
興
し
て
、
そ
の
製
造
口
聞
を
英
吉
利
に
輸
出
す
る
に
至
っ
た

の
は
、
製
造
地
よ
り
の
直
接
轍
入
を
認

U
る
保
例
規
定
の
巧
妙
な
る
逆
用
と
驚
く
の
外
は
な
い
。

J
P
5
2
5
は

保
例
殺
布
以
前
に
は
年
々
網
、
帆
の
外
に
ニ
千
八
百
噸
の
綱
を
製
造
し
て
ゐ
だ
の
で
あ
る
が
、
「
今
や
二
六
七
一
年
)

彼
等
は
網
や
帆
は
い
ふ
に
及
ば
中
、
十
噸
の
綱
も
製
造
し
な
く
な
っ
た
。
』
要
す
る
に
、
航
海
保
例
は
、
白
岡
民
が

和
蘭
を
通
じ
て
廉
債
な
る
原
料
品
の
供
給
を
受
〈
る
を
不
可
能
に
し
た
の
み
な
ら
子
、
市
色
、
和
蘭
を
刺
戟
し
て

徒
に
彼
に
名
を
な
き
し
め
た
の
で
あ
る
。

和
蘭
は

F
一
円
一
円
通
商
に
於
て
更
に
一
つ
の
利
盆
を
受
け
た
。
和
蘭
の
商
業
政
策
の
基
底
的
原
理
は
、
再
輸
出
を

マ
ー
カ
ン
ナ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
裂

第
附
十
一
巻

Fじ

第
二
放

一一一

V. Barbonr. ibid.，匹t6 
E. Lipson， ibid.， p. [34. itE 2. 
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マ

1
力
ン
チ
り
ズ
ム
時
代

ω
海
運
政
策
の
典
型

第
間
十
一
巻

七

第

披

四

考
慮
に
容
れ
て
の
輸
入
の
奨
聞
に
あ
っ
た
。

再
販
貰
の
目
的
を
以
て
な
す
貨
物
の
輸
入
は
、

ロ
2
2
E
Z
も
い
ふ

如
く
、
運
賃
に
よ
る
牧
入
が
め
り
、
囲
内
向
口
叩
の
消
費
を
起
し
、
山
口
只
の
養
成
と
な
り
、
海
道
業
の
問
殺
と
な
る
o

然
る
に
、
航
海
保
例
は
外
岡
貨
物
の
再
輸
出
に
劃
し
て
巨
大
な
る
障
壁
営
築
い
た
。
外
国
人
は
僅
に
、
白
闘
製
の

貨
物
乃
至
は
白
岡
内
に
本
来
の
輸
出
港
を
有
す
る
財
貨
に
限
っ
て
英
士
口
利
に
輸
出
し
狩
る
の
み
で
あ
り
、

h
y
h

る

場
合
ー
と
雄
も
兆
仁
川
利
時
に
依
ら
ぎ
る
時
は
外
人
視
の
版
制
よ
h
ノ
兆
一
れ
ら
れ
な
か
っ
た

¥!!: 

I
Z
1
t
〉
E
]
立

t〉
司

吋

氾

2
u
t河
服
カ

E

内
泊
費
を
目
的
と
せ
古
る
貨
物
の
輸
入
を
一
勝
記
し
に
c

利
払
靴
出
業
の
不
振

-w一
に
そ
れ
に
件
ふ
前
巡
業
の
沈
滞
は
、

必
然
に
、
和
蘭
の
采
や
る
徐
地
を
諮
っ
た
じ

一
六
七
五
年
に
於
け
る
(一

c
r
。
の
記
述
に
従
へ
ば
、

F
E一
海
峡
を

通
過
す
る
年
ム
干
の
和
蘭
舶
は
千
五
百
、
露
間
取
に
航
す
る
も
の
四
十
に
劃
し
て
、
英
古
利
船
は
僅
ム
可
九
般
を
出
な

か
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
英
吉
利
人
は
止
な
を
待
子
、
免
替
手
形
に
よ
っ
て
貨
物
を
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
ふ
c

-畠-
，、

ジ

ョ

サ

イ

ア

・

チ

ァ

イ

Y
ド
は
一
六
六

O
年
の
航
海
保
例
を
激
賞
し
て
、
今
日
ま
で
に
制
定

3
れ
た
最
も
賢
明

な
る
法
律
め
一
つ
で
あ
る
と
な
し
、
英
古
利
の
海
辺
、
貿
易
、
海
員
の
増
大
は
一
に
こ
の
幌
例
に
負
ふ
と
断
じ
て

ゐ
る
が
、
吾
半
は
、
典
擦
が
明
示
さ
れ
て
な
い
限
り
般
の
言
伝
俄
に
信
者
ヲ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
併
し
乍
ら
、

英
士
日
利
所
属
の
舶
舶
噸
数
が
増
加
し
、
そ
の
貿
易
額
が
増
加
し
て
ゐ
る
の
は
事
賞
で
あ
る
。

示
せ
ば
次
の
如

t
で
あ
忍
。

い
ま
、
試
に
そ
れ
を

E. Lipson， ibid.， p. 134-135 
E. Lipson， ibid円 F・135・
J. Child， ibid.， p. 85・
G. L. Beer， ibid.司 p.14-15. '¥Y. Cllnningham. The Cro~rth (!f Eng1ish Inc1u!:i 
try anu CUlnmerce in Modenl Times， part Il. Laissc;; F;J，ire" 1903， p. 931 
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て
英
主
口
利
を
出
帆

せ
る
船
舶
噸
毅

言十令

142，000 

二
、
英
士
口
利
の
貿
易
年
額

貿易

，; '!J~:τ百.Ji<和日 11 L>.. 争

1M: )1':地J 口 E

b
H
 

B
B
 

年

I~白川-mL一一一

2，022，812 10';，910 

田

1，916，002 

2，063，274 107司7u11，055，483 1668-1660 

モ[，310，000

6，964，091 

空三竺戸.tf1' IJ空F1;117空喧~~] 

285，800 

166e: 

1688 

l岨

輸

外

1622 

1662-1663 

:~:50 ， OOO 

川1 し lG83也~ì
、l討の年平均/
758，制 l6，210，687 

1688 

一
六
六
三
年
に
於
け
る
英
吉
利
貿
易
に
従
事
の
舶
舶
噸
裁
は
、

l立

マ
ー
カ

y
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
機
運
政
策
の
典
型

貿易

f一一竺 J」一一円」-FヤELJ-

j-lqt川J-2)
lG9T'!，，-17011ニごと Lご!こ 1

入

1s22 

4，016，130 16G2-]6G;~ 

4，10白，139

輸

7，120，000 
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1G88 

外
岡
入
港
舶
と
共
に
一
六
八
八
年
に
至
っ
て
二
昨

第
四
十
一
巻

b 
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マ

1

b
ン
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
海
運
政
策
の
典
型

第
四
十
一
巻

第

WR 

一一一犬

じ
Ji!.1 

に
増
加
し
て
ゐ
る
。
欧
羅
巴
通
商
に
於
て
は
、
詳
述
せ
る
如
〈
、
随
所
ド
矛
盾
衝
突
を
招
き
、
航
海
保
例
所
期
の

殻
果
を
充
分
暴
げ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
つ
に
が
故
に
、
右
の
噸
数
増
加
の
主
動
力
は
、
こ
れ
を
植
民
地
貿
易
の

方
面
に
あ
つ
に
と
解
し
で
誤
り
で
は
な
か
ら
う
o

植
民
地
貿
易
は
る
一
〈
英
吉
利
向
人
の
硝
内
舞
蚕
で
あ
り
、
外
岡

尚
人
の
一
指
令
}
染
る
す
ら
許

3
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
〈
、
欧
羅

U
貿
易
に
あ
っ
て
は
一
ヶ
年
間
に
一
舶
が
よ
〈

」
て
札
」
帳
、

一
↑
・
向
帽
川
、
ィ

rl

杭
民
地
貿
易
に
あ
っ
て
は
普
通
精
今
一
航

一
一
一
脳
海
乃
至
は
そ
れ
以
上
の
航
海
九
む
な
し
得
た
に
到
し
て
、

士山
f
Jり
ら
ヨ
リ
次
ヒ
こ
川
旧

，
F

R

i

t

-

-

l

t

 

耐
を
慨
し
肢
と
し
に
…
山
中
川
町
に
徹
し
て
h

い
帆
民
地
刊
(Hmι
、
ぞ
の
会
制
に
よ
っ
て
判
断

舶
に
就
航
の
機
舎
を
典
へ
た
と
祭
せ
ら
れ
る
od

植
民
地
欄
山
こ
そ
は
、
英
首
利
市
川
出
の
養
成
、
怖
育
の
温
床
で
あ

一
方
外
岡
入
港
般
の
噸
数
倍
加
は
、
蹴
羅
巴
貿
易
に
於
け
る
航
海
保
例
の
奏
功
不
充
分
な
る
に
基
因
す
る

っ
た
。

と
し
て
も
、
そ
は
原
因
の
令
部
で
は
な
く
、
英
士
口
利
自
ら
の
蛭
掛
的
膨
脹
も
一
部
計
算
に
容
れ
て
然
る
べ
き
で
あ

る
。
若
し
も
か
や
う
な
保
例
に
し
て
そ
の
制
定
を
見
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
外
岡
舶
の
噸
数
は
必
守
や
二
倍
科
度

の
増
加
率
に
は
尚
足
し
て
ゐ
な
か
っ
た
に
相
遠
な
か
ら
う
。

後
年
自
由
放
任
主
義
者
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
エ
が
そ
の
若
「
岡
山
品
論
」
に
於
て
一
間
防
は
諮
に
官
裕
よ
り
も
重
要
で
あ

る
か
ら
、
航
海
僚
例
は
恐
〈
は
、
十
先
士
口
利
の
凡
ゆ
る
向
業
法
規
巾
最
も
賢
明
な
も
の
で
あ
る
』
け
れ
ど
も
、
外
凶

通
商
に
封
し
で
も
、
ま
た
そ
れ
よ
り
生
じ
得
る
所
の
官
裕
の
増
進
に
劃
し
で
も
利
J

の
る
も
の
で
な
い
と
断
じ
、
そ

の
理
由
と
し
て
『
蓋
し
、
外
凶
人
に
針
す
る
そ
の
商
業
関
係
に
於
け
る
一
凶
民
の
利
益
は
、
恰
も
ぞ
の
取
引
す
る

諸
人
に
就
て
の
個
人
商
人
の
利
益
の
如
〈
に
、
出
来
特
る
限
り
廉
債
に
牌
ひ
、
出
来
得
る
限
り
高
債
に
頁
る
に
あ

G. 1.. Hcer， iLicl.， p-]7・50) 



る
。
最
一
色
完
杢
な
る
通
商
の
自
由
に
よ
っ
て
各
岡
岡
民
を
刺
戟
し
て
そ
の
購
買
の
必
要
あ
る
貨
物
を
自
国
に
輪
入

せ
し
か
る
時
こ
そ
、
恐
ら
く
は
そ
の
聞
民
は
廉
債
に
購
買
し
得
、
ま
た
同
一
の
理
由
よ
り
、
か
く
し
て
そ
の
闘
の

市
場
が
最
多
数
の
購
買
者
に
摘
さ
れ
る
時
こ
そ
、
恐
ら
く
は
高
債
に
版
買
し
得
る
で
あ
ら
う
0

・
:
・
そ
れ
故
に
、

吾
ム
ザ
は
版
貰
者
数
の
減
少
に
よ
っ
て
必
然
に
購
買
者
放
を
減
ぜ
し
め
、
か
く
て
一
一
暦
完
全
な
る
通
商
の
自
由
の
行

は
れ
る
場
合
に
比
し
て
、
吾
ι
ザ
は
一
菅
に
外
岡
口
叩
を
ヨ
リ
高
債
に
購
入
す
る
の
み
な
ら
字
、
ま
た
ヨ
リ
廉
債
に
自
問

日
刊
を
貰
却
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
』
と
説
明
し
に
d

航
海
保
例
の
目
的
の
一
宇
は
同
防
力
削
ち
海
軍
力
の
充
賞
で

め
る
。
今
日
の
如
く
年
や
歳
ヤ
闘
家
歳
出
の
勘
少
な
ら
.
ざ
る
割
合
を
提
し
、
ま
た
現
代
科
問
中
の
寓
能
力
台
以
て
建

治
せ
る
抱
大
な
る
蹴
隊
合
保
持
す
右
各
闘
の
均
一
車
カ
ポ
一
す
ら
、
一
日
一
'd
叫
ん
誌
の
場
合
に
は
そ
の
活
動
に
於
て
各
自
明

の
向
加
除
の
前
山
ド
快
ぺ
一
所
長
大
な
る
も

ω
い
か
め
ふ
心
配
ん
や
職
艦
の
殺
意
商
船
と
共
に
裂
に
幼
稚
の
域
ド
附
降
着

し
て
未
だ
三
者
の
分
化
が
明
確
に
認
め
ら
れ
や
、
加
之
戟
守
を
こ
れ
能
事
と
せ
る
マ
!
カ
ン
チ
リ
ノ
ズ
ム
時
代
に
あ

っ
て
は
、
商
梧
院
の
戦
局
の
進
捗
上
に
有
す
る
重
大
性
は
、
今
日
吾
ι
干
の
想
像
以
上
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
航
海

保
例
の
闘
防
に
劃
す
る
重
要
性
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
至
っ
て
志
向
ほ
依
然
と
し
て
認
誠
3
れ
て
ゐ
る
。
然
る
・

、

y
の
言
葉
を
借

に
、
こ
れ
に
反
し
て
、
経
神
的
に
は
最
早
有
害
無
銭
と
見
倣
れ
る
に
至
う
た
c

こ
れ
は
一
に
、

り
て
い
へ
ば
『
英
古
利
の
舶
舶
並
に
山
町
長
は
、
他
の
何
れ
の
岡
の
そ
れ
ら
と
も
比
肩
し
て
康
的
に
航
海
全
行
ふ
こ

と
が
出
来
、
少
く
と
も
他
の
海
閥
民
と
他
聞
の
貿
易
に
於
て
す
ら
同
等
の
競
一
手
を
行
ひ
判
る
や
う
に
な
っ
た
』
か

ら
で
あ

ι。
併
し
、
記
憶
せ
よ
、
が
く
の
如
き
英
吉
利
の
殺
展
へ
の
第
一
歩
こ
そ
は
、
一
六
五

O
、
五
一
年
度
の

航
海
保
倒
、
従
っ
て
そ
の
晴
大
強
化
た
る
一
六
六

0
年
度
の
航
海
僚
例
に
於
て
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

7
1
カ
ン
チ
リ

T

ム
時
代

ω海
運
政
策
い
典
担

第
」
一
時
仇

ヒ

第
凶
十
一
巻

ーヒ
互L

Adam Smith， ¥¥'calth of Nations， '9宮【}J 'wJ. J， p. 429 
J. S. Mill， I'rincipl白 ofPoliticaI EcuIlomy， 1917， p. 920 
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52) 


